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６
月
４
日
の
首
班
指
名
投
票

の
結
果
を
受
け
、
８
日
に
内
閣

を
発
足
さ
せ
た
菅
直
人
・
内
閣

総
理
大
臣
。
１１
日
に
は
衆
参
両

院
の
本
会
議
で
所
信
表
明
演
説

を
行
い
、
菅
内
閣
が
今
後
進
め

る
政
策
課
題
と
し
て
▽
戦
後
行

政
の
大
掃
除
の
本
格
実
施
▽
経

済
・
財
政
・
社
会
保
障
の
一
体

的
建
て
直
し
▽
責
任
感
に
立
脚

し
た
外
交
・
安
全
保
障
政
策
―

―
の
３
つ
を
掲
げ
た
。
地
方
側

が
求
め
る
「
地
域
主
権
改
革
」

に
つ
い
て
は
「
戦
後
行
政
の
大

掃
除
の
本
格
実
施
」
の
中
で
方

針
を
打
ち
出
し
た
�
地
域
主
権

関
連
の
抜
粋
を
左
下
に
掲
載
。

菅
総
理
は
、
地
域
主
権
改
革

に
つ
い
て
「
『
総
論
の
段
階
』

か
ら
『
各
論
の
段
階
』
に
進
む

時
が
来
て
い
る
」
と
説
き
、
地

方
側
の
要
望
を
踏
ま
え
た
権
限

や
財
源
の
移
譲
を
進
め
て
い
く

考
え
を
示
し
た
。
実
際
に
政
府

は
２２
日
、
６
月
中
の
実
現
が
困

難
と
み
ら
れ
て
い
た
「
地
域
主

権
戦
略
大
綱
」
を
閣
議
決
定
。

▽
地
方
税
財
政
の
強
化
▽
義
務

付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
と
条

例
制
定
権
の
拡
大
▽
基
礎
自
治

体
へ
の
権
限
移
譲
▽
国
の
出
先

機
関
の
原
則
廃
止
▽
ひ
も
付
き

補
助
金
の
一
括
交
付
金
化
―
―

な
ど
、
広
範
な
分
野
に
わ
た
り

方
針
を
示
し
た
。

ま
た
、
「
国
と
地
方
の
協
議

の
場
」
を
適
時
開
催
し
、
国
と

地
方
の
代
表
が
実
効
あ
る
協
議

を
行
い
、
「
改
革
の
推
進
」「
国

と
地
方
の
政
策
の
効
果
的
・
効

率
的
な
推
進
」
を
図
る
こ
と
も

盛
り
込
ま
れ
た
。
具
体
的
な
目

標
・
工
程
表
等
の
策
定
、
各
分

野
の
具
体
的
な
制
度
設
計
に
あ

た
り
、
地
方
側
の
意
見
や
提
言

が
、
ど
う
受
け
入
れ
ら
れ
る
の

か
。
地
方
と
膝
を
つ
き
あ
わ
せ

て
進
め
る
と
所
信
を
語
っ
た
菅

総
理
の
本
気
度
が
試
さ
れ
る
。

二

改
革
の
続
行
―
戦
後
行
政

の
大
掃
除
の
本
格
実
施

（
地
域
主
権
・
郵
政
改
革
の
推

進
）地

域
主
権
の
確
立
を
進
め
ま

す
。
中
央
集
権
型
の
画
一
的
な

行
政
で
は
、
多
様
な
地
域
に
沿

っ
た
政
策
の
実
現
に
限
界
が
あ

り
ま
す
。
住
民
参
加
に
よ
る
行

政
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
地

域
主
権
の
徹
底
が
不
可
欠
で

す
。
「
総
論
の
段
階
」
か
ら
「
各

論
の
段
階
」
に
進
む
時
が
来
て

い
ま
す
。
地
方
の
皆
さ
ま
と
膝

を
つ
き
あ
わ
せ
、
各
地
の
要
望

を
踏
ま
え
、
権
限
や
財
源
の
移

譲
を
丁
寧
に
進
め
て
い
き
ま

す
。
そ
の
上
で
、
特
区
制
度
も

活
用
し
つ
つ
、
各
行
政
分
野
で

地
域
ご
と
に
具
体
的
な
結
論
を

出
し
て
い
き
ま
す
。

郵
政
事
業
に
つ
い
て
は
、
全

国
に
お
い
て
郵
便
局
の
基
本
的

な
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供

し
、
ま
た
、
現
在
の
経
営
形
態

を
再
編
す
る
た
め
、
民
主
党
と

国
民
新
党
の
合
意
に
基
づ
き
、

郵
政
改
革
法
案
の
速
や
か
な
成

立
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

原
口
一
博
・
総
務
相
（
地
域

主
権
推
進
担
当
相
）
が
再
任
さ

れ
、
引
き
続
き
地
域
主
権
改
革

の
采
配
を
振
る
う
こ
と
と
な
っ

た
。
地
域
主
権
戦
略
大
綱
が
６

月
２２
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
総
務
相
は
「
出
先

の
原
則
廃
止
、
地
方
の
独
自
の

税
財
源
移
譲
、
一
括
交
付
金
化

と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
多
く

の
道
筋
を
付
け
た
」
と
記
者
会

見
で
語
り
、
意
義
を
強
調
し
た
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1764号６月２５日平成22年
（2010年）

地
域
主
権
改
革
の
実
現
に
向
け

民民
主主
党党
政政
権権
はは
正正
念念
場場
菅総理が
所信表明

鳩
山
前
内
閣
に
引
き
続
き

総総
務務
大大
臣臣
にに
原原
口口
一一
博博
氏氏

６／１１

菅菅
総総
理理
のの
所所
信信
内内
容容

〜
地
域
主
権
関
連
を
抜
粋
〜

衆衆
議議
院院
本本
会会
議議
場場
のの
菅菅
総総
理理（（
６６
月月
８８
日日
））

【【
写写
真真
提提
供供＝＝

内内
閣閣
広広
報報
室室
】】

菅菅直直人人・・内内閣閣総総理理大大臣臣
【写真提供＝内閣広報室】

（１） 平成２２年６月２５日 第１７６４号
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南
さ
つ
ま
市
の
坊
津
（
ぼ
う

の
つ
）
は
、
「
港
」
を
意
味
す

る
「
津
」
の
名
称
が
指
し
示
す

と
お
り
、
い
に
し
え
の
貿
易
拠

点
と
し
て
栄
え
た
港
町
。
遣
唐

使
船
が
寄
港
地
と
し
て
用
い
た

と
の
伝
承
が
残
っ
て
お
り
、
遣

唐
使
制
度
が
開
始
さ
れ
た
飛
鳥

時
代
に
は
、
す
で
に
日
本
本
土

の
南
玄
関
に
位
置
す
る
要
港
と

し
て
、
地
位
を
確
立
し
て
い
た

こ
と
が
窺
い
知
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
に
ま
で
及
ぶ
港
の

歴
史
は
同
時
に
ま
ち
の
歴
史
で

も
あ
り
、
ま
ち
を
散
策
し
史
跡

を
巡
れ
ば
、
い
に
し
え
の
時
代

の
息
吹
を
今
で
も
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
近
代
で
は
カ

ツ
オ
漁
業
の
一
大
基
地
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
た
め
、
ま
さ
に

坊
津
は
海
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て

き
た
ま
ち
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ

る
坊
津
は
景
勝
地
と
し
て
も
名
を

馳
せ
、
リ
ア
ス
式
海
岸
が
織
り
な

す
雄
大
な
自
然
美
に
彩
ら
れ
て
い

ま
す
。
松
の
緑
が
し
た
た
る
海
岸

線
の
美
観
は
、
ま
る
で
唐
画
を
観

る
よ
う
で
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
海
岸

線
の
一
部
は
国
の
名
勝
に
指
定
さ

れ
て
い
る
ほ
ど
で
、
日
本
有
数
の

景
観
価
値
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

「
史
と
景
」
が
醸
し
出
さ
れ
る

坊
津
の
地
で
全
国
の
人
に
▽
海
外

貿
易
の
拠
点
と
し
て
１
０
０
０
年

に
及
ぶ
歴
史
に
触
れ
て
も
ら
い
た

い
▽
一
幅
の
絵
の
よ
う
な
自
然
の

造
形
美
を
深
く
満
喫
し
て
も
ら
い

た
い
―
―
な
ど
の
想
い
を
秘
め
、

市
民
が
立
ち
上
げ
た
組
織
、
そ
れ

が
「
坊
津
や
ま
び
こ
会
」
で
す
。

発
足
は
平
成
１６
年
３
月
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ガ
イ
ド
の
グ
ル
ー
プ

と
し
て
約
２０
人
が
参
加
し
、
依
頼

を
受
け
れ
ば
奉
仕
的
に
観
光
ガ
イ

ド
を
務
め
ま
す
。
こ
の
ほ
か
メ
ン

バ
ー
は
、
観
光
ポ
イ
ン
ト
の
清
掃
、

観
光
マ
ッ
プ
の
整
備
な
ど
に
も
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。
や
ま
び
こ
会

で
は
メ
ン
バ
ー
を
対
象
と
し
た
研

修
会
も
開
き
、
坊
津
の
歴
史
や
観

光
に
つ
い
て
研
鑽
を
重
ね
、
ガ
イ

ド
の
腕
を
日
々
磨
い
て
い
ま
す
。

運
営
費
は
主
に
会
員
が
納
め
る

年
会
費
に
よ
り
賄
わ
れ
、
そ
の
額

は
１
人
１
０
０
０
円
。
活
動
の
さ

ら
な
る
飛
躍
を
目
指
す
に
は
、
心

許
な
い
予
算
規
模
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
や
ま
び
こ
会
は
県

か
ら
「
坊
津
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ
」

や
「
ス
タ
ッ
フ
用
ウ
ェ
ア
」
な
ど

の
制
作
費
を
調
達
し
た
ほ
か
、
市

の
施
設
で
あ
る
坊
津
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
「
輝
津
館
（
き
し
ん
か

ん
）
」
を
活
動
拠
点
と
す
る
な
ど
、

行
政
と
の
協
働
に
よ
り
活
躍
の
機

会
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

会
の
名
称
「
や
ま
び
こ
」
の
由

来
は
「
呼
べ
ば
応
え
る
」
。
メ
ン

バ
ー
全
員
の
心
意
気
を
表
し
て
い

ま
す
。
５０
代
か
ら
７０
代
と
、
幅
広

い
年
齢
層
で
構
成
さ
れ
る
メ
ン
バ

ー
は
皆
、
「
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷

・
坊
津
」
「
縁
あ
っ
て
移
り
住
ん

だ
坊
津
」
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
人

々
。
県
指
定
文
化
財
で
あ
る
一
乗

院
遺
跡
や
、
国
指
定
の
名
勝
と
な

っ
て
い
る
双
剣
石
な
ど
、
▽
歴
史

▽
人
情
▽
海
▽
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―

―
に
恵
ま
れ
た
坊
津
の
観
光
ガ
イ

ド
に
情
熱
を
傾
け
て
い
ま
す
。

や
ま
び
こ
会
発
足
の
き
っ
か
け

は
、
坊
津
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
・

輝
津
館
の
開
館
で
し
た
。
現
在
、

や
ま
び
こ
会
が
拠
点
と
す
る
輝
津

館
は
、
平
成
１６
年
か
ら
稼
働
し
て

い
る
市
の
施
設
。
中
国
や
琉
球
を

は
じ
め
と
す
る
海
外
交
易
の
隆
盛

を
伝
え
る
資
料
、
一
乗
院
を
中
心

と
し
た
坊
津
の
仏
教
文
化
に
ま
つ

わ
る
資
料
、
漁
具
の
ほ
か
様
々
な

市 政
ニュース

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
や
ま
び
こ
会

史史
とと
景景
のの
まま
ちち
をを
案案
内内

【
３
面
へ
続
く
】

南さつま市
（鹿児島県）

市
民
が
行
政
と
連
携

活
動
拠
点
は
輝
津
館

地
元
の
シ
ン
ボ
ル
・
開
聞
岳
（
写
真
提
供＝

坊
津
や
ま
び
こ
会
）

坊
津
や
ま
び
こ
会
の
メ
ン
バ
ー

第１７６４号 平成２２年６月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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や
ま
び
こ
会
が
県
の
共
生
・
協

働
事
業
を
活
用
し
作
成
し
た
「
坊

津
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ
」
で
は
▽
文

学
歴
史
コ
ー
ス
▽
一
乗
院
跡
（
上

人
墓
地
）
近
衛
屋
敷
跡
コ
ー
ス
―

―
な
ど
７
つ
の
コ
ー
ス
を
提
案
し

て
い
ま
す
。
文
学
歴
史
コ
ー
ス
で

は
、
谷
崎
潤
一
郎
文
学
碑
や
梅
崎

春
生
文
学
碑
を
巡
り
、
風
光
明
媚

な
坊
津
に
惹
か
れ
訪
れ
た
文
豪
の

足
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
や
ま
び
こ
会
で
は

年
に
２
回
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
開

催
。
坊
津
に
置
か
れ
て
い
る
「
坊

ノ
岬
」
「
峰
ヶ
埼
」
２
カ
所
の
灯

台
を
目
指
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
歩
き

ま
す
。
途
中
、
遠
方
に
見
え
る
開

聞
岳
や
硫
黄
島
の
眺
望
を
楽
し
み

つ
つ
、
春
は
ス
ミ
レ
や
ツ
バ
キ
、

晩
秋
は
ツ
ワ
ブ
キ
や
ツ
バ
キ
を
愛

で
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
か
ら

好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
は
別
途
、
ま

ち
歩
き
会
も
年
に
２
回
開
き
「
ま

ち
歩
き
マ
ッ
プ
」
を
片
手
に
名
所

を
巡
る
ほ
か
、
坊
津
な
ら
で
は
の

加
工
品
も
紹
介
し
ま
す
。
「
坊
津

の
華
」
と
名
付
け
ら
れ
た
天
然
塩

を
製
造
す
る
工
房
で
は
、
塩
づ
く

り
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
子

ど
も
の
体
験
学
習
に
は
最
適
な
環

境
と
な
っ
て
い
ま
す
。
釜
で
炊
か

れ
た
海
水
が
煮
詰
ま
り
、
塩
と
し

て
結
晶
化
し
て
い
く
よ
う
す
は
神

秘
的
で
、
子
ど
も
の
み
な
ら
ず
大

人
ま
で
も
魅
了
し
ま
す
。
珊
瑚
礁

の
生
息
地
と
し
て
有
名
な
坊
津
の

海
は
、
山
か
ら
滋
養
豊
富
な
地
下

水
も
流
れ
込
み
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
に

富
む
塩
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

夕
日
が
美
し
く
海
に
映
え
、
い

に
し
え
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
ら

れ
る
坊
津
の
地
な
ら
、
や
ま
び
こ

会
が
活
躍
す
る
場
も
今
以
上
に
広

が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
活

動
の
動
機
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
会
長
の
鮫
島
昭
一
氏
は
一

言
、
「
坊
津
が
好
き
だ
か
ら
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
市
民
の
情

熱
な
く
し
て
官
民
協
働
は
あ
り
得

な
い
こ
と
を
、
や
ま
び
こ
会
の
活

動
は
示
唆
し
て
い
ま
す
。

【坊津とは】かつて、伊勢の安濃津、筑前
の博多津とともに日本三津とうたわれ、栄

えた坊津のまち。古代、海上交通上の要地

で、奈良時代には、奈良の都で東大寺に戒

壇を設けたほか唐招提寺を創建した僧侶・

鑑真が、唐から渡日した際に上陸した地で

もあります。

中世からは島津氏の中国・琉球貿易の根

拠地でもあり、倭寇や遣明船の寄港地でも

ありました。海外貿易で賑わった坊津港と

ともに、まちは繁栄を誇り、室町時代の後

奈良天皇によって勅願所とされた真言宗寺

院の一乗院は、明治２年に廃仏毀釈で廃寺

となったものの、寺跡に残る石造りの仁王

像が往時の繁栄を現在へと伝えています。

江戸時代になると貿易港としての重要地

は長崎へ移り、最盛期の勢いは衰えます

が、薩摩藩の密貿易の拠点として貿易港の

地位は保たれ、まちは栄えていました。

現在でも、当時の石垣、石畳、石の階段

などが残り、斜面に建ち並ぶ家々を縫うよ

うに狭い路地がはしる坊津は、いにしえの

面影を現在にまで色濃く残す情緒溢れるま

ちとして、訪れる者すべてを魅了してやみ

ません。

民
俗
資
料
な
ど
、
貴
重
な
文
化
財

が
展
示
・
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
展
示
品
と
し
て
は
、
国
指

定
重
要
文
化
財
の
「
絹
本
著
色
八

相
涅
槃
図
」
、
県
指
定
文
化
財
の

「
坊
津
一
乗
院
聖
教
類
」
「
杉
戸
」

「
扁
額
」
。
こ
の
ほ
か
、
坊
津
の

伝
統
行
事
を
３
面
マ
ル
チ
映
像
で

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ

り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
楽

し
く
歴
史
や
文
化
、
風
俗
を
学
べ

ま
す
。
２
階
の
展
望
テ
ラ
ス
へ
上

が
れ
ば
、
国
指
定
名
勝
「
坊
津
」

双
剣
石
の
ベ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
・
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
リ
ア
ス
式

海
岸
に
よ
る
美
し
い
景
観
が
一
望

で
き
ま
す
。
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
ガ
イ
ド
の
拠
点
を
置
く
に
は
、

も
っ
て
こ
い
の
立
地
条
件
で
す
。

【
２
面
か
ら
続
く
】

豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意 【上】マップでは坊津の魅力を伝え

る７コースを提案【下】天然塩を製
造する工房では、塩づくり体験が可
能。手作りによる塩の結晶が美しい

浮世絵で有名な安藤広重も画題に用いた双剣石（写真提供＝坊津やまびこ会）
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トトピピッッ
ククスス

平
成
２２
年
度
に
支
給
さ
れ
る
こ

ど
も
手
当
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で

１
人
あ
た
り
月
１
万
３
０
０
０
円

で
、
給
付
費
総
額
２
兆
２
５
５
４

億
円
と
な
る
。
こ
の
財
源
に
つ
い

て
政
府
は
当
初
、
全
額
を
国
庫
負

担
す
る
と
明
言
し
て
い
た
。

し
か
し
、
２２
年
度
で
の
子
ど
も

手
当
の
支
給
方
法
は
、
現
行
の
児

童
手
当
と
併
給
し
て
行
う
と
さ
れ

た
た
め
、
地
方
・
事
業
主
に
も
負

担
が
か
か
っ
て
く
る
。
政
府
は
２２

年
度
限
り
の
暫
定
的
措
置
と
し
て

い
る
が
、
地
方
の
意
見
を
十
分
に

聞
く
こ
と
も
な
く
一
方
的
に
地
方

に
も
負
担
を
求
め
る
結
論
を
出
し

て
い
る
。

こ
の
た
め
意
見
書
で
は
、
２３
年

度
以
降
の
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

▽
国
の
責
任
と
し
て
実
施
し
、
そ

の
費
用
は
全
額
国
庫
負
担
▽
長
期

的
な
財
源
確
保
の
展
望
の
提
示
▽

現
金
の
直
接
支
給
だ
け
で
は
な

く
、
子
育
て
を
し
や
す
い
環
境
整

備
の
推
進
▽
制
度
設
計
に
当
た
っ

て
は
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の

あ
り
方
を
明
確
化
―
―
な
ど
を
求

め
て
い
る
。

欧欧
州州
都都
市市
行行
政政

調調
査査
団団
がが
出出
発発

本
会
の
平
成
２２
年
度
欧
州
都
市

行
政
調
査
団
（
団
長
�
粕
谷
洋
右

・
東
大
和
市
議
会
議
長
）
は
６
月

３０
日
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
市

な
ど
３
カ
国
３
都
市
の
行
政
調
査

に
向
け
出
発
す
る
。

調
査
団
は
、
各
都
市
の
議
会
や

関
係
機
関
を
公
式
訪
問
し
、
地
方

自
治
制
度
や
市
議
会
の
実
態
を
調

査
す
る
と
と
も
に
、
「
都
市
環
境

整
備
・
教
育
」
「
高
齢
者
福
祉
」

な
ど
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
各
都
市

の
特
色
あ
る
施
策
等
に
つ
い
て
調

査
を
行
う
。

日
程
等
は
次
の
と
お
り
。

【
調
査
期
間
】
６
月
３０
日
（
水
）

〜
７
月
８
日
（
木
）

【
参
加
市
数
・
人
数
】
９
市
・
１１
人

【
主
な
訪
問
先
（
予
定
）
】

▽
イ
ギ
リ
ス
�
ロ
ン
ド
ン
、
ミ
ル

ト
ン
・
キ
ー
ン
ズ
市
議
会
▽
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
�
ヘ
ル
シ
ン
キ
、
ポ
ル

ヴ
ォ
ー
市
議
会
▽
ド
イ
ツ
�
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
、
カ
ー
ル
ス
ル
―
エ

市
議
会

本
会
で
は
こ
の
ほ
ど
、
各
市
議
会
か
ら
任
意
に
提
供
さ
れ
た
、
３
月
定
例
会
を
中
心
と
し
た
意
見
書
・

決
議
の
議
決
状
況
を
（
上
）
（
下
）
に
ま
と
め
た
。
今
回
掲
載
の
（
上
）
で
最
も
多
い
の
は
、
子
ど
も
手

当
の
全
額
国
庫
負
担
を
求
め
る
意
見
書
１
０
８
件
。
ま
た
、
永
住
外
国
人
へ
の
地
方
参
政
権
付
与
の
法
制

化
に
反
対
、
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
も
の
が
１
０
５
件
と
急
増
し
て
い
る
。

議会
「
子
ど
も
手
当
全
額
国
庫
負
担
」が
最
多

３３
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況

（上）

意見書・決議の議決状況（上） （２２．１．１～４．３０）

決 議
【税・財政】 【 １８３】 【 ３】
○子ども手当の全額国庫負担を求める １０８ ―
○子どもの読書活動を推進するための予算確保 ５２ ―
○電源立地地域対策交付金制度の交付期間延長 ６ ―
○その他 １７ ３
【地方行政・議会・選挙】 【 １８１】 【 １５】
○永住外国人への地方参政権付与の法制化に １０５ ３
反対、慎重な対応
○国として直接地方の声を聞く仕組みの保障 ４１ ―
○国家公務員制度に準じた地方公務員制度の １２ ―
改革
○その他 ２３ １２
【医療・保健衛生】 【 １６２】 【 １】
○国民健康保険に対する国庫負担の見直し・ ３５ ―
増額
○３５０万人のウィルス性肝炎患者の救済 ２２ ―
○ヒブワクチン及び肺炎球菌ワクチンへの公 １９ ―
費助成、定期接種化
○子宮頸がん予防ワクチンの公費助成 １３ ―
○保険でよい歯科医療の実現 １１ ―
○女性特有のがん検診推進事業の全額国庫補 ７ ―
助継続
○その他 ５５ １
【教育・文化】 【 １０４】 【 ４】
○幼児教育の無償化と保育サービスの充実 ２４ ―
○教員免許更新制の存続 ２２ ―
○学校耐震化推進と財政支援措置 ８ ―
○「高校無償化」制度の朝鮮学校への適用 ８ ―
○教育公務員特例法の早期改正 ８ ―
○栄養教諭の配置促進 ７ ―
○その他 ２７ ４
【農林・水産】 【 １６８】 【 ０】
○生産性の高い競争力に富んだ農家の育成 ３０ ―
○食料の自給力向上と、食の安全・安心の回 ２７ ―
復に向けた食品表示制度の抜本改正
○ＥＰＡ・ＦＴＡ推進路線の見直しを求め、 １９ ―
日米ＦＴＡの推進に反対
○農業農村整備事業の予算確保 １６ ―
○漁港・漁場・漁村の整備促進 １３ ―
○米価の下落に歯止めをかけ、再生産できる １０ ―
米価の実現
○食料供給力の確保に必要な農業生産基盤整 ８ ―
備の促進
○土地改良事業予算の確保 ７ ―
○その他 ３８ ―
【公害・環境保全】 【 ２５】 【 １】
○すべての石綿健康被害の早期救済と万全な １１ ―
対策
○地球温暖化対策基本法の制定 ３ ―
○プルサーマル計画の中止・慎重な対応など ３ ―
○その他 ８ １
【合 計】 【 ８２３】 【 ２４】
【総合計】 【 １，８３９】 【 ６７】

意見書件 名

長妻昭・厚労相
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